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１ 

令和６年度茨城県央環境衛生組合一般会計歳入歳出決算審査意見書 

 

地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき、審査に付された令和６年度茨城県央環

境衛生組合一般会計歳入歳出決算書及び政令で定める書類等を審査した結果は下記の

とおりである。 

 

記 

 

第１ 審査の対象 

１ 茨城県央環境衛生組合一般会計歳入歳出決算書 

（１）令和６年度歳入歳出決算書 

 

２ 政令で定める書類 

（１）令和６年度歳入歳出決算事項別明細書 

（２）令和６年度実質収支に関する調書 

 

第２ 審査の期日 

令和７年８月 20日 

 

第３ 審査の実施内容等 

審査に当たっては、茨城県央環境衛生組合監査基準（令和６年茨城県央環境衛生組

合監査委員決定第１号）により、決算書類その他関係書類は関係法令に準拠して作成

しているか、計数は正確であるか及び予算の執行が適正に行われているかについて、

関係諸帳簿及び証書類と照合を行うとともに、関係職員から説明を聴取し、予算執行

の適否を検討するとともに決算計数及び執行状況の確認・分析を行い、例月出納検査

の資料も活用して審査を実施した。 

 

第４ 審査の結果 

茨城県央環境衛生組合一般会計歳入歳出決算書及び政令で定める書類は、いずれも

関係法令に基づいて作成されており、計数は、関係諸帳簿及び証書類と符合し正確で

あることを認めた。また、予算の執行は適正であることを認めた。 

 

第５ 決算の概要 

一般会計の決算状況は、  

予算現額    58,998,000円 

歳入決算額   58,999,739円 

歳出決算額   55,036,370円 

歳入歳出差引額  3,963,369円 

となっている。 

また、歳入歳出差引額（形式収支）、実質収支額はともに、3,963,369円となってい

る。 

 



２ 

第６ 意見 

茨城県央環境衛生組合は、構成市町からの派遣職員を構成人員として、令和６年４

月１日に新たに設立された組合であり、令和６年度においては１１か月分の決算審査

となった。 

そのため、主な歳出は、派遣元である構成市町への職員人件費等負担金をはじめ、

組合運営に必要な例規整備や事務処理システム構築等に要する経費のほか、新処理施

設整備に向けた基本方針等を定めた基本構想の策定業務委託料であった。 

一部事務組合は、主な財源を構成市町からの負担金としていることから、限られた

予算は、有効かつ効率的に執行するとともに、その目的が達成できるような確実な執

行管理に努められたい。 

また、新処理施設整備は、その事業費が構成市町の財政負担を強いるほどの大規模

事業であることから、国庫補助金等の財源確保に努められたい。 

さらに、事務事業の執行にあたっては、構成市町間の連携をより密にし、新処理施

設の供用開始に向けて、着実かつ計画的な業務の遂行に努められたい。 

最後に、地元馬渡区に対しては、事業進捗に合わせて積極的に業務内容の周知及び

情報共有を図りながら、今後も引き続き本事業への理解を得られるよう十分な合意形

成に努められたい。 

 

 

 

令和 ７年 ８月 ２０日 

 

 

茨城県央環境衛生組合監査委員  大 関 久 義 

 

 

 

茨城県央環境衛生組合監査委員  根 崎 敏 夫 

 

 

 

茨城県央環境衛生組合管理者  小 林 宣 夫 殿 

 


